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                   ご 使 用 上 の 重 要 な 注 意 ・ 警 告 事 項                                          

 

ディッティングコーヒーグラインダーを正しくお使いいただくために、この取扱説明書をご使用前に必

ず全部お読み下さい。誤った使い方をすると、火災、怪我、事故、故障の原因となります。なお、お読

みになった後は、後日お役に立つことがありますので必ず保存して下さい。 

 

 Ⅰ．設 置 の 際 の 注 意 事 項 

 

 ぐらついた台の上や、傾いたところなど不安定な場所に設置しないで下さい。落ちたり、倒れ 

     たりすると危険です。 

 湿気の多い場所に設置しないで下さい。故障の原因となります。 

 設置場所の近く（１．５米以内）に専用の電源をご用意下さい。タコ足配線や延長コードは火 

     災の原因となり、大変危険です。 

     なお、電圧、消費電力、相（単相、三相）は機種によって異なります。本体下部の銘板で事前 

     にご確認下さい。 

 電源コードや差し込みプラグを熱器具など高温となるものに接触させないで下さい。 

     接触させると焼き付いて発火する危険があります。 

 グラインダーを電源コードの上に乗せないで下さい。電源コードに傷がついて火災・感電の原 

     因となります。 

 グラインダー、差し込みプラグ、コンセントなどは濡れた手で触らないで下さい。 

     感電の危険があります。 

 

Ⅱ．使 用 中 の 注 意 事 項 

     

 グラインダーの作動中は、ファンネルや粉出口の中に手や指を絶対に入れないで下さい。 

     怪我をする危険があります。 

 コーヒーの粉や異物などが詰まってモーターの回転が止まった場合は、直ちにスイッチを切っ 

     て下さい。さもないと、モーターが焼きついて火災につながる危険があります。また、このグラ 

  インダーは断続運転でご使用ください。連続運転しますと、モーターが熱をもって焦げ臭くなった

り、焼きついて火災につながる危険があります。 
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 上蓋の開閉の際は、蓋の角で手や指に怪我をしないようご注意下さい。 

 

 Ⅲ．使 用 後 の 注 意 事 項 

     

  一日の使用が終わったときは、電源スイッチを必ず切って下さい。コンセントから差し込み 

      プラグを抜いておけば、一層安心です。 

 

 Ⅳ．そ の 他 の 注 意 事 項 

     

  このグラインダーは焙煎したコーヒー豆専用です。それ以外の物の粉砕には絶対に使用しな 

      いで下さい。故障の原因になります。 

 

  蓋を外して内部を手で触れないで下さい。怪我や感電の恐れがあります。 

 

  移動・運搬するときは、差し込みプラグを必ずコンセントから抜いて下さい。グラインダー 

      は大変重いので移動・運搬の際は十分にご注意下さい。 

 

  地震、火災等が発生したときは、直ちにコンセントから差し込みプラグを抜いて下さい。 

 

  お子様が触れないようご注意下さい。 

 

 

 ◆  売却、贈与などで使用者に変更がある場合、取扱説明書を必ず添付してお渡し下さい。 

     取扱説明書を紛失した場合は、ご購入先、またはワタル株式会社にご連絡下さい。 

 

 ◆  故障した場合、純正でない部品や付属品を付けると、火災、怪我、事故あるいは故障 

     の原因となりますので、修理は必ずご購入先またはワタル株式会社にご用命下さい。
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（１）  ディッティング・コーヒーグラインダーの特徴 

 

＊ 粉砕（クラッシュ）するのではなく、ディスク（刃）によるカッティング方式なので、熱による

味の変化を防ぎます。 

 

＊ ９段階の挽き目調節ダイヤルで、超微粉（Turkisch）から粗挽（Coarse）までお好みにあわせて

挽くことができます。ドリップに適した中／細挽きやエスプレッソ用では特に威力を発揮いたし

ます。 

 

 

（２）  各部の名称 
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（３）  ディッティング・グラインダーの設置および電源の接続 

 

次の注意事項を守って正しく設置し、電源の接続を行って下さい。 

Ａ．グラインダーの設置 

１． グラインダーの本体重量は機種により異なりますが、軽い機種でも２５キロ、重い機種では４０ 

    キロ以上あります。この重さに十分耐えられる丈夫な床、または台の上に水平に設置して下さい。 

２． 湿ったり濡れたりした場所には絶対設置しないで下さい。 

３． 台の上に設置する場合は、特に次の点にご注意下さい。 

イ） グラインダーの重さで台が傾かないよう、また、万一、グラインダーが倒れても台の上から落

ちないような場所に設置して下さい。 

ロ） 台が高すぎると、操作しずらいだけでなく、何かの弾みでグラインダーが転倒する危険が大き

くなります。 

 

Ｂ．電源の接続 

１．次の点に注意して電源をご用意下さい。 

イ）グラインダー専用の電源を設置場所近く（１．５米以内）にご用意下さい。 

ロ）機種により圧力や消費電力が異なります。グラインダー本体裏側の銘板でご確認下さい。 

    なお、3相２００Ｖ用コンセントには様々な形がありますので、必ずコンセントの形に合った   

    差し込みプラグをご用意下さい。 

ハ） タコ足配線はしないで下さい。 

２． 電源が用意できましたら、次の要領で電源をつないで下さい。 

イ） ＫＲ８０４／ＫＦＡ９０３／ＫＦＲ９０３型は、単相１００Ｖのコンセントに差し込みプラグ

をしっかり差し込んで下さい。運転可能となります。 

ロ） ＫＦＡ１００３／ＫＦＡ１４０３型は、３相２００Ｖの電源につないで下さい。通常、グライ 

ンダーの電源コードは５線（黒２線、茶１線、青１線、黄緑まだら１線）ですが、ご用意いた

だいた差し込みプラグの端子は４芯となっておりますので、次の順につないで下さい。 

１）黄緑まだらの線はアース線ですからアースの端子に結んで下さい。 

２）黒２線、茶１線はアース以外の３芯に 1本づつ結びます。線の色は P11の付録１．をご参 

照ください。 

３）青１線はブレーカー付は黒２線の一方に接続し、ブレーカー無しは日本での使用には不必 

要ですからカットして下さい。 

４）線が互いに接触しないよう正しく結べたら、コンセントに差し込みプラグをしっかり差      

    し込みます。 

      挽き目調節ダイヤルを９番（粗挽き）に合わせ、スイッチを入れて下さい。この時、ファンネル   

      の上から見てディスク（刃）の回転が反時計回りになれば配線が正しく結ばれております。もし、    

      時計回りに回転した場合は、差し込みプラグに結んだ黒 2線を結び変えて下さい。反時計回 

りに直ります。なお、生産の都合で５線の色が異なる場合があります。その場合は付属の説明書 

をご参照ください。 

 KFA-903/KFA-1203は 100V用です。 200Vの電源には絶対につながないで下さい。 
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（４）ディッティング・グラインダーの操作手順  

 

１． グラインダー右側の挽き目調節ダイヤル (1) で、１番の超微粉(Turkisch)～９番の 

    粗挽き(Coarse)の中からお好みの挽き目を選んで設定します。 

 

２． 挽き目調節ダイヤルの上にあるスライド (4) を根元まで 

押し込みます。 

 

３． 上蓋 (2) を開け、ファンネル (3) の中にコー 

    ヒー豆を入れます。 

 

４．空袋を粉出口にセットしてスイッチレバー (5) を 

スタートの位置に回します。赤いパイロットランプが 

点灯し、自動的に袋押さえ位置が作動するとともに、 

モーターが始動します。 

 

５．２で押し込んだスライド (4) を引き出して下さい。 

コーヒー豆が挽かれます。粉の重みで袋が落ちない様 

袋の底に手を添えて下さい。 

 

６．コーヒー豆を挽き終わったら、しっかり袋を押さえてから 

    (6) スイッチレバーをストップの位置に回して下さい。 

途中で止める場合は、必ずスライド (4) を押し込んでから、スイッチを切って下さい。 

 

７．パイロットランプが消え、袋押さえ装置が停止します。 

    袋を粉出口から外します。 

 

 

 

  
グラインダーが作動しているときは、ファンネルや粉出口の中に絶対に 

手や指を入れないで下さい。 

 

 

 

                   挽き目調節ダイヤル 

 

                  

             1       2       3       4        5       6       7      ８      ９  

          Ｔｕｒｋｉｓｈ          Ｅｓｐｒｅｓｓｏ           ｆｉｎｅ           Ｍｅｄｉｕｍ         Ｃｏａｒｓｅ 

            超微粉           エスプレッソ           細挽き           中細挽き           粗挽き
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（５） ディスク（刃）間隔の調整 －－ 幅を狭めるには 

 

ディッティング・グラインダーをお買い上げいただいたときは、挽き目が一番細かくなるように調整 

されていますが、ご使用とともにディスク（刃）が摩耗し、挽き目が粗くなります。その様なときは、

次の手順で２枚のディスク（刃）の間隔を狭めて下さい。 

 

１． スイッチを入れ、モーターを始動させます。 

 

２． ダイヤル中央のネジ（１）を反時計回りに               

    ３～５回まわして緩めます（外さないで下さい）。 

 

３． ダイヤル（２）を回して目盛り５と赤いマークを 

合わせます。 

 

４． 次にダイヤル（２）を右の図のように 

（３） 手前に引きます。 

（４） 手前に引いたまま反時計回りにまわし、目盛り

６を赤いマークに合わせます。 

（５） 手前に引いた状態を元に戻します。 

（６） ゆっくりと時計回りに目盛り１までまわします。 

 

５． ２枚のディスク（刃）が微かに触れ合う音（金属音）   

    が聞こえるまで、３～４の調整を繰り返します。 

 

６． 金属音がしたら直ぐにダイヤルを右の図のように 

（７） 半目盛り戻します。 

（８） 手前に引きます。 

（９） 時計まわりにまわして目盛り１を赤いマークに 

合わせます。 

   （１０）手前に引いた状態を元に戻し、中央のネジを締めます。 

 

 

 

（６）ディスク（刃）間隔の調整－－広げるには 

 

挽き目をもっと粗くしたい場合は、次の手順にしたがって調整してください。 

 

１．スイッチを入れ、モーターを始動させます。 

２．ダイヤル中央のネジを反時計回りに３～５回まわして緩めます。（外さないで下さい）。 

３．ダイヤルをまわして目盛り２を赤いマークに合わせます。 
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４． ダイヤルを手前に引いた状態のままで、目盛り１を赤いマークに合わせ、引いた状態を元にもどし

ます。 

    お好みの粗さの挽き目が得られるまで、３～４の調整を繰り返します。 

５．ダイヤル中央のネジを締めます。 

 

      

 
この調節をすると、ダイヤル上の表示と挽き目が一致しなくなることがあります。 

適切な挽き目を得るには、５項（ディスクの間隔を狭める）に従って下さい。 

 

 

 

 

（７）  交換用ディスク（刃）の注文 

 

交換用ディスク（刃）をご注文のときは、必ずグラインダー本体裏側の銘板に刻印されている機種 

番号（例：ＫＦＡ１４０３）をお知らせ下さい。機種によりディスク（刃）の形状が異なります。 

 

 

 

 

（８） グラインダーの清掃 

 

＊ １日の使用が終わったら、粉出口の中を掃除して下さい。 

＊ ボディーを掃除するときは、洗剤や濡れた布を絶対に使わないで下さい。 

 

 

 

 

粉出口を掃除するときは、必ず電源スイッチを切って下さい。 

 

 

ボディーを掃除するときは、洗剤や濡れた布を絶対に使わないで下さい。 
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（９）保証・修理サービス 

 

保証について 

 

＊ ディッティング・グラインダーには保証書がついております。 

    

   ＊ 万一故障した場合には、保証書記載内容により、保証期間内は無料修理致します。 

 

＊ ディッティング・グラインダーの保証期間は、お買い上げいただいた日から１年間です。 

   その他詳しくは保証書をご覧下さい。 

 

 

 

 

 

修理サービスについて 

 

＊ ご使用中に異常が発生したときは、電源スイッチを切り、差込みプラグをコンセントから 

   抜いて、お買い上げいただいた販売店かワタル株式会社にご相談下さい。 

修理には専門技術が必要です。取扱説明書に記載されている調整以外は勝手に行わないで 

下さい。 

 

＊ 修理のご相談をされるときは、グラインダーの機種番号（例：ＫＦＡ９０３）、お買い上げ 

   いただいた時期をお知らせいただいた上で、どの様な異常が発生しているかご説明下さい。 

 

   ＊ 保証期間経過後の修理については、販売店またはワタル株式会社にご相談下さい。 

      修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望により有料修理致します。 

 

＊ 故障個所によっては、現場で修理できない場合もあります。その場合は、グラインダーを 

   お届けいただくか、お送りいただくことになります。遠隔地のお客様から修理のご用命を 

   たまわる場合も、グラインダーをお送りいただくことになります。 

 

＊ サービスマンがご使用場所に出向いて修理する場合は、サービス料の他に規定の出張費を 

      申し受けます。 
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付録１． 

 

ＫＦＡ１００３／ＫＦＡ１４０３型（３相２００Ｖタイプ）の電源コードは５線です。 

通常、５線の色の組み合わせは黒２線、茶１線、青１線、黄緑まだら１線ですが、生産の

都合で配色の組み合わせが異なる場合があります。配色の例としては 

＊グレー２線、茶１線、ブルー１線、黄緑まだら１線 

  ＊黒１線、グレー１線、茶１線、ブルー１線、黄緑まだら１線 

一方、ご用意いただいた差し込みプラグの端子は４芯となっておりますので、どのような

配色でも次の順につないで下さい。 

１）黄緑まだらの線はアース線ですからアースの端子に結んで下さい。 

２）青以外の３線（例えば黒１線、グレー１線、茶１線）はアース以外の３芯に 1本づつ 

  結びます。 

３）青１線は、ブレーカー付の場合は（２）の３線のどれか一方に接続し、ブレーカー無 

しの場合は日本での使用には不必要ですからカットして下さい。 

４）線が互いに接触しないよう正しく結べたら、コンセントに差し込みプラグをしっかり 

差し込みます。 

     挽き目調節ダイヤルを９番（粗挽き）に合わせ、スイッチを入れて下さい。この時、 

ファンネルの上から見てディスク（刃）の回転が反時計回りになれば配線が正しく結 

ばれております。もし、時計回りに回転した場合は、差し込みプラグに結んだ（２） 

の３線のうちどれか２線を結び変えて下さい。反時計回りに直ります 

 

 

KFA-903/KFA-1203は 100V用です。 200Vの電源には絶対につながないで下さい。
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ディッティング・グラインダー仕様書 

 

９０ｍｍ  ディスク 直 径 １００ｍｍ 

５００ｇ ５００ｇ 

 電          圧 １００ｖ  電          圧 ３相／２００ｖ 

 電          力 ８３０ｗ／６９０ｗ  電          力 ７５０ｗ／９００ｗ 

 周    波    数 ５０Ｈｚ／６０Ｈｚ  周    波    数 ５０Ｈｚ／６０Ｈｚ 

 能          力 ６５０ｇ／分  能          力 １ｋｇ／分 

 重          量 ２５ｋｇ  重          量 ２５ｋｇ 

 高          さ ５３５ｍｍ  高          さ ５３５ｍｍ 

 奥    行    き ３１０ｍｍ  奥    行    き ３１０ｍｍ 

       巾 ２２０ｍｍ        巾 ２２０ｍｍ 

 ディスク 直 径 １２０ｍｍ  ディスク 直 径 １４０ｍｍ 

１１００ｇ １１００ｇ 

 電          圧 １００ｖ （ホッパー容量 10ｋｇ）

 電          力 １．２ｋｗ／１．３ｋｗ  電          圧 ３相／２００ｖ 

 周    波    数 ５０Ｈｚ／６０Ｈｚ  電          力 １．７ｋｗ／２．０４ｋｗ 

 能          力 １．２ｋｇ／分  周    波    数 ５０Ｈｚ／６０Ｈｚ 

 重          量 ４０ｋｇ  能          力 １．８ｋｇ／分 

 高          さ ６３５ｍｍ  重          量 ４０ｋｇ （４６．５ｋｇ） 

 奥    行    き ３５０ｍｍ  高          さ ６３５ｍｍ（９２５ｍｍ） 

       巾 ２９０ｍｍ  奥    行    き ３５０ｍｍ（３８５ｍｍ） 

       巾 ２９０ｍｍ（３２０ｍｍ） 

（ ）内はホッパー付き 

 ファンネル容量  ファンネル容量

ＫＦＡ１００３ＫＦＡ９０３

ＫＦＡ１２０３ ＫＦＡ１４０３

 ファンネル容量  ファンネル容量

 ディスク 直 径

 

 

＊ 処理能力は、コーヒー豆の種類や具合、求める粒度により、上記数値に多少の差異が 

生じます。 

 

 


